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トランザクションにおける
イベントの詳細



前の資料で、トランザクションオブジェクトには、その動作をコントロールおよび
定
義するイベントをプログラムできることを学習しました。

ここでは、復習として、利⽤可能なイベントを⾒ていきます。
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イベント: 概念

ユーザー/システム



Start イベントは、トランザクションを開いて処理が開始されたときに実⾏される
アクションを定義します。
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トランザクション内のイベント: Start イベント



TrackContextイベントでは、実⾏したトランザクションでコンテキストに変更が
あった場合に実⾏するアクションを予定することができます。

このコンテキストとは、どういう意味でしょうか。それは、画面やフォームに関連
するコンテキストを指します。

画面内を移動すると、項目属性や変数のコンテキストが変わります。コンテキスト
の変更に関する情報は、実⾏するアクションを定義するための基盤となります。
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トランザクション内のイベント: TrackContext イベント

このイベントは &AttractionId 変数の値が変更されるとトリガーされます。
画面に表示されているコンポーネントが、変数の新しい値を使⽤して

Web コンポーネント AttractionDetail がリロードされます。



OnMessageイベントは、Web 通知に関連します。
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トランザクション内のイベント: OnMessage イベント



Insert、Update、および Delete イベントは、これまで⾒てきたとおり、ダイナ
ミックトランザクションの特定のケースに適⽤され、それらを更新するように動作
をプログラムできます。
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トランザクション内のイベント: Insert、Update、Delete イベント



Exit イベントでは、トランザクションが終了したときに実⾏されるアクションをプ
ログラムできます。
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トランザクション内のイベント: Exit イベント



After Trnイベントは、コミットの実⾏後にトリガーされます。先に説明した、
ルールをトリガーするタイミングで言うと、この After Trn イベントは、on 
AfterComplete のトリガーと同じタイミングで実⾏されます。
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トランザクション内のイベント: After Trn イベント



ここで、旅⾏代理店の新たな要件に対応するとします。

観光名所の登録情報を操作し、コミットした後、その観光名所の詳細情報が記載さ
れた PDF を含むポップアップウィンドウが表示されるようにします。
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新たな要件



観光名所の識別⼦をパラメーターで受け取り、詳細情報を表示する AttractionDetail
という名前の PDF リストを既に定義しています。
ここで求められている機能を実現するためには、このプロシージャーの呼び出しを
どこで宣言すればいいでしょうか。

たとえば、コミット後にこのプロシージャーを呼び出す必要がある場合は、
Attraction トランザクション内でルールを宣言し、AfterComplete のタイミングで
条件付けすることを検討できます。ただし、ここではポップアップウィンドウに
PDF リストを表示する必要があり、ポップアップメソッドはトランザクションの
ルールでは使⽤できません。

したがって、After Trn イベントを使⽤します。

Work With パターンが適⽤されているので、この Attraction トランザクションに
はコードが自動で追加されること、特に、この After Trn イベントには Return コ
マンドが追加されることが分かっています。

したがって、リストは Return コマンドが実⾏される前、かつパターンの適⽤によ
り自動的に生成されるコードの記号の外で呼び出す必要があります。
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新たな要件



トランザクションの実⾏モードに応じて、PDF の呼び出しに条件を付けることがで
きます。

観光名所が変更または削除されたときではなく、新しい観光名所が⼊⼒されたとき
にのみ詳細情報を表示したい場合は、このように記述することができます。

&Mode 変数は、トランザクションが実⾏されているモードを保存するシステム変数
です。この変数の値は、Work With パターンが適⽤されたときに自動的に宣言され
た Parm ルールで受け取ります。また、メイン画面でユーザーが選択したアクショ
ンに依存します。
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新たな要件



トランザクションイベントでは、ビジネスコンポーネントを操作することはできま
すが、データベースを直接更新することはできません。

ダイナミックトランザクションに関連付けられたイベントと同様に、ビジネスコン
ポーネントの操作では Commit コマンドの宣言はありません。これは、トランザク
ションのコンテキスト内であり、[Commit on exit] プロパティが True に設定され
ているためです。
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トランザクション内のイベント: 制限

• データベースの更新はできない

• Commit コマンド

項目属性に値を直接割り当てることはできませんが、必要な
更新を実⾏するためのプロシージャーを呼び出すことはでき
ます。
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